
、

征
～
問
問
日
ル
ギ
旬
力
ノ
w

フ
ヴ
ノ
桐
現
仇
利

（
一
九
九
四
年
三
月
一
日
改
正
）

第
一
章

総

員lj

て
こ
の
記
者
ク
ラ
ブ
は
「
延
岡
記
者
ク
ラ
ブ
」
と
称
し
、
記
者
室
を
延
岡
市
役
所
内
に
置
く
。

二
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
相
互
の
親
ぼ
く
を
図
る
と
と
も
に
、
新
聞
倫
理
綱
領
を
順
守
し
な
が

ら
、
報
道
人
と
し
て
の
品
位
、
知
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

ム
ョエ

員

三
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
社
団
法
人
・
日
本
新
聞
協
会
に
加
盟
し
た
、
新
聞
、
通
信
、
放
送
各
社
の

う
ち
、
延
岡
市
に
在
勤
す
る
次
の
社
の
記
者
に
よ
り
構
成
す
る
。

朝
日
新
聞
社
、
毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
、
西
日
本
新
聞
社
、
宮
崎
日
日
新
聞
社

N
H
K
、
M
R
T
、
U
M
K

（
順
不
同
）

四
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
一
社
複
数
の
加
盟
を
拒
ま
な
い
。
た
だ
し
、
代
表
権
は
一
社
一
名
と
す
る
。

第
三
章

幹

事

五
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
正
・
副
幹
事
各
一
名
を
置
く
。

六
、
幹
事
・
副
幹
事
の
任
期
は
二
カ
月
間
と
し
、
各
社
の
輪
番
制
で
そ
の
任
に
あ
た
る
。

七
、
副
幹
事
は
次
に
幹
事
と
な
る
社
の
記
者
を
充
て
、
幹
事
を
補
佐
す
る
。

八
、
幹
事
、
副
幹
事
が
転
勤
、
そ
の
他
の
理
由
で
退
会
す
る
と
き
は
、
後
任
者
が
自
動
的
に
任
期

を
引
き
継
ぐ
。



、

第
四
章

総

A 
:u: 

九
、
総
会
は
原
則
と
し
て
年
一
回
開
く
。
た
だ
し
、
会
員
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
幹
事
は
臨

時
総
会
を
招
集
す
る
。

十
、
総
会
は
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
で
成
立
し
、
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
に
よ
る
。
た

だ
し
、
懲
罰
及
び
、
入
会
の
議
決
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
章

入

会
・
退

よ~
:u: 

十
一
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
新
た
に
入
会
す
る
場
合
は
、
、
あ
ら
か
じ
め
会
員
二
社
以
上
の
紹
介
を
添
え

て
、
加
入
申
し
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
二
、
幹
事
は
加
入
申
し
込
み
を
受
け
て
臨
時
総
会
を
招
集
し
そ
の
賛
否
を
諮
る
も
の
と
す
る
。

十
三
、
新
入
会
を
認
め
る
議
決
は
全
員
一
致
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
四
、
新
入
会
金
は
十
万
円
と
す
る
。

十
五
、
会
員
が
転
勤
そ
の
他
の
事
情
で
退
会
す
る
と
き
は
、
そ
の
後
任
者
が
自
動
的
に
会
員
と
な

る

第
六
章

ム
コス

計

一
六
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
会
費
は
月
額
千
円
と
し
、
遅
く
と
も
当
月
分
を
翌
月
二
十
日
ま
で
に
納
入

す
る
。

十
七
、
会
費
は
こ
の
ク
ラ
ブ
の
運
営
以
外
に
流
用
で
き
な
い
。

第
七
章

懲、

罰

十
八
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
行
為
の
あ
っ
た
会
員
は
総
会
に
諮
っ
て
懲
罰
に
付
す
る
。

一
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
品
位
、
体
面
を
著
し
く
汚
し
た
者

一
、
ク
ラ
ブ
の
目
的
、
運
営
、
申
し
合
わ
せ
事
項
に
背
い
て
迷
惑
を
か
け
た
者

一
、
連
絡
事
項
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
他
社
に
重
大
な
支
障
を
与
え
た
者

て
会
費
を
二
カ
月
以
上
滞
納
し
た
者

十
九
、
懲
罰
は
幹
事
口
頭
注
意
、
警
告
、
除
名
に
分
け
る
。



、

．
二
十
、
除
名
の
議
決
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
弁
明
を
聴
い
た
上
で
、
被
懲
罰
者
を
除
い
て
、
出
席

者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

第
八
章

慶

弔

二
十
一
、
会
員
に
対
す
る
慶
弔
金
品
を
次
の
通
り
定
め
る
。

一
、
会
員
結
婚

一
万
円

一
、
会
員
死
亡

一
万
円
（
別
に
花
輪
代
）

一
、
子
供
出
生

五
千
円

一
、
妻
子
、
本
人
の
両
親
死
亡

五
千
円

一
、
会
員
転
勤

五
千
円

一
）
会
員
入
院
（
十
日
以
上
）

五
千
円

一
、
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
る
慶
弔
に
つ
い
て
は
そ
の
つ
ど
協
議
の
上
、
支
出
す
る
。

第
九
章

懇

親

ム
コエ

二
十
二
、
公
的
機
関
が
主
催
す
る
懇
親
会
は
例
外
な
く
会
費
制
に
す
る
。
会
費
に
つ
い
て
は
そ
の

つ
ど
正
副
幹
事
で
主
催
者
と
協
議
す
る
。

第
十
章

附

員lj

二
十
三
、
会
員
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
公
の
席
に
代
理
の
記
者
を
出
席
さ
せ
る
場
合
は

正
副
幹
事
に
連
絡
し
て
了
解
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

以

上


